
令和５年度（2023年度）特別支援教育研究成果報告会【報告２】

特別支援学級における小・中学校間の

切れ目ない支援の充実に向けて

～小中交流と連動した情報共有型の引継ぎについて～

日 時 ： 令 和 ６ 年 ２ 月 2 8 日 （ 水 ） 1 5 : 2 5 ～ 1 6 : 1 0
北海道立特別支援教育センター長期研修者教諭 菅 彩 子
（釧路市立阿寒中学校）
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釧路市立阿寒中学校 生徒数 49名
通常の学級 ３学級
特別支援学級 ２学級
（知的障がい特別支援学級 ２名）
（情緒障がい特別支援学級 ４名）

義務教育学校として開校予定（令和11年度より）

特別支援部会小中連携 四校連携

釧路市立阿寒小学校 釧路市立阿寒中学校
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内容

１ はじめに

２ 研究に至った背景

３ 研究の内容

４ 取組の内容

５ 今後に向けて

3



１ はじめに
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校区で取り組みたいこと
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児童一人一人が安心して中学校に入学するためには、どんな「スロープ」が必要か

新たな環境
への不安

新しい環境への変化
学習スタイルの違い

慣れない学び
方への戸惑い

中学校

小学校

段 差

(ギャップ)

段 差

(ギャップ)



校区で取り組みたいこと
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中学校

小学校

段 差

(ギャップ)

段 差

(ギャップ)

引継ぎでの
情報共有

安心して中学校に入学で
きるよう、段差ではなく
スロープになるように

これなら自分で
できそう

こっちの方が
歩きやすい

小学校

中学校



２ 研究に至った背景
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先生方の目や耳で児童の実態に関わる情報を聞き、引継ぎの内容
や回数を厳選する必要がある。

(1) 校区の引継ぎに関わる課題

ア 「個別の教育支援計画（マリーモ）」は、作成すること

が目的化されており、実際の指導に生かされていない。

イ 学級担任間で行う３月の引継ぎだけでは、支援が必要な

児童の実態理解が深まりにくい。

ウ 児童の特性や課題、よさなど指導に生かせる一人一人の

エピソード（学校や日常生活の詳しい様子）の把握が難しい。
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(2) 課題に関わる背景➀

「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒

に関する調査結果」

学習面で著しい困難を示す児童生徒の割合

小学校第６学年 6.4％ 中学校第１学年 4.1％

・環境の変化、必要な支援の変化が大きい。

・困難が改善されたわけではないと考えられる。

情報が確実に引き継がれていないことも理由の１つ
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2.3％は、困難が改
善されている？

国における特別支援学級の引継ぎの現状と課題



校区の特別支援学級の先生方へ実施した引継ぎに関わる事前アンケート
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【質問】

(2) 課題に関わる背景②



校区の特別支援学級の先生方へ実施した引継ぎに関わるアンケート結果

【小学校】 【中学校】
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〇 児童の学習面、課題につ
いて伝えたい。

〇 「個別の教育支援計画」
では「環境面」の記入欄が
書きにくい。

〇 具体的な場面で、どう
支援したかを知りたい。

〇 保護者はどの程度の学
力を求めているのか。

引き継ぎたい情報と、
引き継がれたい情報
の乖離

(2) 課題に関わる背景③



(2) 課題に関わる背景④
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小
学
校
の
担
任

中
学
校
の
担
任

引継ぎ

小学校では、ほか
にどんなタイミング
で使っていたのか。
本人は、使い方や

必要性をどのくらい
理解しているのか。
学校で準備すべき

ものなのか。

Ａさんは、避難
訓練時にイヤーマ
フを使っている。
中学校で準備し

てほしい。

アセスメント・環境の整備・入学準備

内容の
多様化

先生方
の不安

小・中でやり取りを繰り返していく時間・余裕がない

【引継ぎ事例】

校区の特別支援学級における引継ぎの現状と課題



３ 研究の内容
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(1) 研究の目的

特別支援学級における小・中学校間の引継ぎ資料の
様式と、引継ぎ時期、回数、時間設定を検討し、年間

を通して引継ぎを進められるようにする。
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(2) 研究の仮説

特別支援学級における小・中学校間の引継ぎ資料の

様式と、引継ぎ時期、回数、時間設定を検討すること
で、児童の中学校へのスムーズな移行が確保できる。
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(3) 研究の方法

ア 釧路管内の様式である「個別の教育支援計画（マリーモ）」

の一部を改訂する。

イ 引継ぎのミーティング時期、回数、時間設定を検討する。

ウ 他地域の引継ぎの事例を収集するため聞き取り調査を実施し、

校区の引継ぎの取組に反映させる。
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４ 取組の内容
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「個別の教育支援計画(マリーモ)」の一部を「引継ぎマリーモ」として改訂
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「できている
こと」、「支援
が必要なこと」、
「こうしたらう
まくいった」と
いう手立ての欄
を新たに追加

(1) 共有を進めるための「引継ぎマリーモ」の活用
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ア 「引継ぎマリーモ」を使った年間の引継ぎミーティングの流れ

３
月
：
引
継
ぎ
（
最
終
）

７
月
：
特
別
支
援
部
会
で
の
協
力
依
頼

特
別
支
援
部
会
に
参
加
（
児
童
生
徒
の
実
態
交
流
）

10
月
：
６
年
生
の
引
継
ぎ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
第
１
回
）

11
月
：
６
年
生
と
の
小
中
交
流
会
後
の

６
年
生
の
引
継
ぎ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
第
２
回
）

２
月
：
６
年
生
の
引
継
ぎ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
第
３
回
）

「
引
継
ぎ
マ
リ
ー
モ
」
の
活
用

児
童
の
姿
の
振
り
返
り

「
引
継
ぎ
マ
リ
ー
モ
」
の
活
用

「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」
の
改
訂

「
引
継
ぎ
マ
リ
ー
モ
」
の
作
成

４
月
：
中
学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト

小中
交流会

小中
交流会

小中
交流会

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
環
境
の
整
備
・
入
学
準
備



イ 事例１
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➀７月24日 特別支援部会に参加

周囲の児童とのコミュニ
ケーションに課題がある。

＜小学校第６学年 Ａさん＞



② 10月６日 ６年生の引継ぎミーティング（第１回）
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○ オンラインで実施
○ 目的
(1) ６年生の主に「生活面」「行動面」「人とのかかわり」について実態把握を行う。
(2)「引継ぎマリーモ」を引継ぎに活用する。
○ 特別支援部会の先生方が参加。 Ｂさんに関わる具体的

なエピソード

「YouTube」の視聴のし過ぎは課題になる
が、動画作成や好きなことに夢中になれる
ことは強みでもあるのでは？



③ 11月９日 ６年生の引継ぎミーティング（第２回）
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○ オンラインで実施

○ 目的

前回の引継ぎミーティングの内容を踏まえて、小中交流会後の児童生徒の様子の振り返りを行う。

○ 特別支援部会の先生方が参加

こんなとき、学校生活で具体的にどう対
応するか？

中学生の指示を聞いて、活動
できていた。



④ ２月９日 ６年生の引継ぎミーティング（第３回）
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○ オンラインで実施
○ 目的
(1) ６年生の主に「学習面」について実態把握を行う。
(2)「引継ぎマリーモ」を引継ぎに活用する。
○ 特別支援部会の先生方が参加。

理科の学習が好き。
動画など視覚支援がある

と理解が進む。
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➀７月24日 特別支援部会に参加

身だしなみや身の回りの整理整頓
に無頓着なところがある。
周りの状況を考えない言動がある。

ウ 事例２

＜小学校第６学年 Ｂさん＞
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② 10月６日 ６年生の引継ぎミーティング（第１回）

○ オンラインで実施
○ 目的
(1) ６年生の主に「生活面」「行動面」「人とのかかわり」について実態把握を行う。
(2) 「引継ぎマリーモ」を引継ぎに活用する。
○ 特別支援部会の先生方が参加。

困ったことは学級担任に相談するこ
とができる。

やると決めたことは最後までやる。
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③ 11月９日 ６年生の引継ぎミーティング（第２回）

「中学校にもう一度行きたい」との声があった。

国語の体験授業では、漢字を書くこと
に苦戦していた。

○ オンラインで実施
○ 目的

前回の引継ぎミーティングの内容を踏まえて、小中交流会後の児童生徒の様子の振り返りを行う。
○ 特別支援部会の先生方が参加
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④ ２月９日 ６年生の引継ぎミーティング（第３回）

進路希望に関わって、改め
て保護者と話をする必要があ
るのではないか。

○ オンラインで実施
○ 目的
(1) ６年生の主に「学習面」について実態把握を行う。
(2)「引継ぎマリーモ」を引継ぎに活用する。
○ 特別支援部会の先生方が参加。
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目的
ア ６年生の中学校入学までの１年間
を中心に、特別支援部会、小・中連
携の行事、引継ぎに関わるミーティ
ング等を計画的に位置付ける。

イ 引継ぎのスケジュール、方法、必
要なツール、メンバー等をチェック
できるようにし、小・中学校間で共
有できるようにする。

「幼小連携・接続のチェック
シート」（北海道教育庁）を参
考に、「引継ぎスケジュール
シート」を作成しました。

(2) 組織的に進めるための「引継ぎスケジュールシート」の作成
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「引継ぎスケジュールシート」

「引継ぎスケジュールシート」＜８月～11月＞

６年生の引継ぎに
関わり、４月から３
月までの１年間のス
ケジュールを小中連
携の行事等を参考に
小・中学校のそれぞ
れで整理しました。
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訪問校 学校種 小学校・中学校間の引継ぎ時期 主な内容・ツール

Ａ校
義
務
教
育
学
校

・日常での担任間の引継ぎや情報
共有を強化。

・「校内フェイスシート」を作成し、児童生徒の情報共有に活用し
ている。

Ｂ校
・年度末の担任間の引継ぎが中心
（特別支援教育コーディネーターも
入る）。

・全員に「個人カルテ」を作成し、児童生徒の情報共有に活用して
いる。

Ｃ校 ・年度末の担任間の引継ぎが中心。 ・校内でデータを共有し、日常的に閲覧できるようにしている。

Ｄ校

中
学
校

・年度末に実施。
・年度末にデータの引継ぎ、聞き取りを実施している。
（学習進度やレベル、本人への配慮事項、人との関わりの実態把握）

・小中交流会を企画し、実施している。

Ｅ校 ・年度末に実施。

・年度末にデータの引継ぎ、聞き取りを実施している。
（身体面、学習面についての詳細の実態把握）

・「キャリアパスポート」のファイルを引継ぎ、校外学習や作文な
どの本人の取組を実態把握の参考にしている。

○ ７月～10月に学校視察研修として、札幌近郊の義務教育学校３校、中学校２校を訪問した。
○ 目的：各校、地区での小中連携や引継ぎの情報を収集し、特別支援学級における小中連携や引継
ぎの研究の取組を充実させる。

○ 各学校の特別支援教育コーディネーターを中心に聞き取り調査を実施した。

(3) 引継ぎに関わる聞き取り調査➀
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〇 学級担任が変わる際の引継ぎを大切にしている。

〇 進路に関わるため、保護者との面談内容も引き継ぐことを意識している。

〇 中学校教員と児童との直接的な関わりが増えたことで、子供達が中学校の教

員に対して安心感をもって接することができるようになった。

〇 中学生が企画する小学校との交流会を定期的に実施している。

〇 同じ校舎であっても、小と中では放課後の時間の使い方が違い、職員室の座

席配置も分かれているため、情報共有には工夫が必要である。

〇 新校舎となった後に、予定よりも特別支援学級在籍の児童生徒が増え、学習

スペースの確保や支援に工夫が必要になってきている。

〇 幼稚園との指導体制の違いを、早くから保護者と確認する必要がある。

情報共有が必要となる場面

(3) 引継ぎに関わる聞き取り調査②



５ 今後に向けて
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(1) 考察

ア 引継ぎ資料を見直し、「個別の教育支援計画」における小・中
学校間で共通した視点があると、情報共有が進みやすくなる。
→「実際の姿を見てもらえて良かった」「引継ぎが進んだ気がす
る」との声をいただいた。

イ 年間でのミーティングの予定を小・中学校間で調整することで、
継続した引継ぎミーティングが可能になる。

ウ 小中交流会等の機会を通じて、複数の眼で継続的に児童の姿を
見ていくことで実態理解が深まる。
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(2) 研究の成果

ア 「個別の教育支援計画（マリーモ）」を一部改訂した「引継
ぎマリーモ」を資料として使うことで、小・中学校間で観点を
合わせて引継ぎを行うことが可能となった。

イ 引継ぎの年間スケジュールや参加メンバー等を整理した「引
継ぎスケジュールシート」を作成したことで、曖昧だった引継
ぎが可視化された。

ウ 「小中交流会」と「引継ぎミーティング」を併せて実施する
ことで、複数の教員で児童の実際の姿を見ながら情報を共有す
ることができ、情報伝達型ではなく、情報共有型の引継ぎが可
能になることが分かった。
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(3) 今後の課題

ア 保護者や本人の声を聞き、「引継ぎマリーモ」や「引

継ぎスケジュールシート」に反映させながら、今できる

支援につなげていく必要がある。

イ 日常の業務の負担とならないよう、参加する先生方と

引継ぎミーティングの進め方や内容、時間や回数を調整

する必要がある。
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まとめ
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児童一人一人が安心して中学校生活をスタートするために

小学校

中学校

引継ぎでの
情報共有

引継ぎスケジュールシートでの可視化

引継ぎマリーモの活用

引継ぎミーティングの実施
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